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はじめに

皆様こんにちは。第１７代福井市長の西行茂です。

令和６年３月１６日、北陸新幹線福井開業を迎え、本市は未来
に向けた新しいスタートを切りました。令和８年春には中部縦貫
自動車道が県内全線開通となり、人や物の流れが劇的に増大
する「大交流時代」の機会を最大限に活かしながら、魅力ある福
井市づくりへ果敢にチャレンジしていかねばなりません。市民の
皆様にはもちろん、全国から福井を訪れる大勢の方々に、「ふくい
は楽しい！ふくいは安心！ふくいは元気！」を実感していただくこと
が重要です。

このたび、私が掲げるビジョンの実現に向けたロードマップを作
成しました。

現代のように変化の激しい時代には、まずは走りながら考えて
物事をなしとげ、その上で、課題をふまえて次のステップに進ん
でいくことが求められます。スピードと実行そのものに価値があり
ます。予測困難な課題に対しても柔軟に対応できるよう、今後も
ロードマップのブラッシュアップを進めていきます。

市民の皆様に、「福井は本当に良いところだ。福井はいいね。
福いいネ!」を実感していただけるよう、私を先頭に、市職員一丸
となり、全力で取り組んでまいります。

ロードマップの作成にあたって
・本ロードマップは、市長選挙で公約した施策を「いつどのように取り
組んでいくか」について示したものです。

・毎年度、どんなことが実現できたかを示すため、年度ごとに「ビジョ
ン成果報告書」を作成し、公表します。

・本ロードマップは公表日時点での内容であり、今後随時見直します。
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目指す新たな福井は 楽しい

主な取組

橘ケンチさんが所属するＬＤＨＪＡＰ
ＡＮと締結した「地域活性化連携協
定」を活かし、ダンスにまつわるイベ
ントを開催。

地域活性化連携協定を結んでい
るLDH JAPANと連携し、ダン
スを中心としたまちなかでのイ
ベントを開催します。

また、ONE PARK FESTIVAL
など、民間によるまちなかでの
フェスティバル開催に対して支
援を行います。

まちなかダンスイベントを開催！フェスも支援

台湾において「海外販路開拓・
インバウンド誘客」を強力に促
進するため、市長のトップセー
ルスに加え、市内生産者や地域
商社、「市食の PR 大使」
EXILE橘ケンチ氏らとともにプ
ロモーション活動を行います。

現地でのレセプション開催や台
北市内飲食店での福井の食材メ
ニューの販売など、食の魅力で
福井をPRするほか、観光情報
の発信や観光商品の造成などを
促します。

台湾へ、農商工連携プロモーション

楽
し
い

安
心

元
気

実
現
の
た
め
に

ＬＯＶＥ・マイチーム応援

スポーツの力でまちも人も賑わ

いと活力に満ちたまちづくりを

推進するため、市民が地元プロ

スポーツチーム等を愛し応援し

たくなる取組をチームと共催で

実施します。

まちなかでのスポーツイベント

や、市民を対象にした応援デー

を開催します。

全39取組

インバウンド向け滞在プランの制作・情報発信

「大阪・関西万博」を契機に福
井を訪れるインバウンド増加を
図るため、外国人目線の観光
地・観光コンテンツを盛り込み、
旅行プランを制作します。

ファムツアーで磨き上げし、万
博公式ポータルサイトに登録す
ることで、万博来場者の来福を
促します。

（P6 №1・4・5・10）

（P10 №36）

（P8 №20・P22  №123）

（P8 №21）
2



こどもの未来が輝くまちづくり

市全体でこどもの成長を応援
し、こどもの未来が輝くまち
の実現を目指して「こども未
来条例」を制定します。

こどもや若者、その保護者及
び支援を行う団体などから幅
広く意見を聞き、反映させて
いきます。

目指す新たな福井は 安 心 楽
し
い

安
心

元
気

実
現
の
た
め
に

全44取組

障がい者芸術文化祭の開催

障がい者と健常者が一堂に会
し、芸術文化を通して交流し、
その取組と成果を発表し合う
芸術文化祭を開催します。

令和６年度は開催に向けた準
備や、共生社会の実現等を
テーマにした講演会を開催し
ます。

（P12 №52）

（P12 №50）
（P13 №66）

主な取組

避難所への空調設備整備

こどもの居場所づくり

（P15 №80）

全てのこどもが安全・安心に
成長できる環境を提供するた
め、こどもの居場所づくりに
取り組む団体を支援します。

こども食堂や体験型学習等の
実施を支援し、多種多様なこ
どもの居場所を創出します。

能登半島地震で課題が浮き彫
りとなった避難所の環境改善
のため、災害時に拠点避難所
となる小学校体育館への空調
設備の整備に取り組みます。

令和６年度は空調設備整備に
向けた基礎調査を実施します。
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目指す新たな福井は 元 気 楽
し
い

安
心

元
気

「ふくいの匠」ものづくりイベント開催

普段目にすることができな

い職人の技を直に見て、実

際に体験できるイベントを

開催します。

市民が職人の技に関心を持

つことで、技能の継承及び

後継者の育成につなげます。

未来を拓く奨学金返還支援制度の導入

市内中小企業への就職促進を目

的として、奨学金返還支援制度

を導入します。

本市の未来を担う若者を支援し、

本市への移住・定住につなげる

とともに、市内中小企業の人材

を確保します。

SNS等を活用し、福井でイキイ

キと働く女性の姿を発信します。

取材した女性の様々な働き方や

ライフスタイルに共感・気づき

を得ることで、キャリアアップ

の意欲向上につなげます。

女性が活躍できる社会の実現へ

市場発！「ふくいサーモン」支援

「ふくいサーモン」の孵化・親魚育

成施設および見学施設の建設を支援

し、地産地消や食育の推進、市場の

活性化や取扱量の増加につなげます。

「ふくいサーモン」のブランド力を

高め販売力を強化することで「つく

り育てる漁業」を推進します。

実
現
の
た
め
に

全49取組

（P18 №94） （P20 №109）

（P20 №106） （P22 №125）

主な取組
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ビジョン 実現 のために 楽
し
い

安
心

「行かない・書かない」行政手続

スマートフォンなどから２４時間

いつでもどこでも行政手続が行え

る「行かない」窓口を実現するた

め、行政手続のオンライン化を推

進します。また、デジタル技術を

活用し、「書かない」窓口を導入

します。

各種手続、電子契約、道路情報取

得、消防関係申請など、様々な分

野で取り組みます。

若手職員チャレンジプロジェクト創設

若手職員の意欲的な施策提案を応援

するため、職員が業務の垣根を超え

て斬新な発想で施策に取り組むこと

ができる環境を整えます。

現状感を捉えた的確かつスピード感

のある行政運営を進めるため、市長

と職員とが気軽にコミュニケーショ

ンできる機会や仕組を検討し、実施

します。

行政情報のリアルタイム発信

中核市サミットの開催

北陸新幹線開業により「生まれ

変わった福井」を全国にＰＲす

るため、全国の中核市市長が一

堂に会し、地域経済効果も期待

できる「中核市サミット」を本

市で開催します。

実
現
の
た
め
に

元
気

全14取組

市役所 申請書
SNS等を活用し、利用者の情報

取得や意見聴取に役立つWeb

サービスを拡充します。また動

画による情報発信を強化します。

市長をはじめ市職員が様々な現

場を訪問し、市民等とのコミュ

ニケーションや市民活動の様子

をSNS等を通じて発信します。

（P24 №138） （P24 №133～137）

（P25 №141・142） （P25 №146）

24時間O.K

主な取組
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市長ビジョンロードマップ　　　 ふくいは楽しい！
　　

2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №

政策　「あなたが主役！」誰もが参加できる「福井ならでは」の楽しいまちづくりを進めます

まちなかをダンスステージに! ＪＥＴ
ＳやＬＤＨ ＪＡＰＡＮ等とコラボし
たインパクトのあるイベントを開催

市民が楽しめる場所づくりと、まちなかの賑わいを創出するため、
ダンスを中心とした新たなイベントを開催します。 1

季節ごとのイベント開催など、年間を
通じて人が賑わう仕掛けづくり

賑わいを創出し、福井の魅力を発信するために、市民や観光客など
多くの方が楽しむことのできるふくい桜まつりを開催します。 2

本市の産業・観光振興と中心市街地活性化のため、福井の夏を彩る
市民参加の祭典、福井フェニックスまつりを開催します。 3

県外誘客の拡大とまちなかの賑わい創出、福井の観光資源や特産品
のアピールのため、フェスティバルの開催を支援します。 4

市民が楽しめる場所づくりと、まちなかの賑わいを創出するため、
ダンスを中心とした新たなイベントを開催します。（再掲） 5

公民館自主グループ活動の成果を披露し、多くの人に活動を知って
もらうため、ハピテラス等で中央公民館が実施する「学び舎フェス
タ」の開催を支援します。

6

政策　まちなかで様々な人が紡ぎ合うことで、新しい「たのしみ」「くらし」「しごと」を創出します

県都グランドデザインの展開による新
たな魅力や文化の創出

まちなかに新しい「たのしみ」、「くらし」、「しごと」を創出す
るため、経済界及び県と連携して県都グランドデザインを推進しま
す。

7

足羽山へのアクセスを向上させるため、足羽山を周遊するシャトル
バスを運行します。 8

政策　若者や家族連れなど、みんなが何かに出会い、笑顔になれる、わくわく感があふれるまちづくりを進めます

キッチンカーの出店や屋外飲食スペー
スを設ける「ふくみち」の推進

歩行者空間を活用して日常的なにぎわい創出や回遊性の向上を図る
ため、キッチンカーや屋外飲食スペース等を設ける「ふくみち」を
推進します。

9

公園や広場、歩道等での多彩なイベン
トの実施

県外誘客の拡大とまちなかの賑わい創出、福井の観光資源や特産品
のアピールのため、フェスティバルの開催を支援します。（再掲） 10

計画
ビジョン項目 取組概要

ふくい桜まつり開催

福井フェニックスまつり開催

県都グランドデザイン関連施策の推進、実行

フェスティバルの開催支援

ふくみちの実施

学び舎フェスタ開催支援

シャトルバスの運行

プレイベント

の開催
ダンスイベントの開催

プレイベント

の開催
ダンスイベントの開催

フェスティバルの開催支援
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №

計画
ビジョン項目 取組概要

政策　「歴史」はまちのアイデンティティ、アイデアの宝庫 人づくり、まちづくり、交流づくりに活かします

「福井・北庄築城４５０年（２０２５
年）」を記念したイベントの開催

福井・北庄築城４５０年を記念して、プレイベントやゆかりの地を
巡るまち歩きイベント、講演会、郷土歴史博物館での企画展を開催
します。

11

政策　福井の食文化「FOOD×風土」を全国に発信します

福井の味噌と発酵文化など、食・歴
史・文化の「まるごとふくい」をス
トーリー仕立てでＰＲ

観光ポータルサイトにて、福井の食・グルメの紹介に併せた福井の
発酵文化にまつわる記事を充実します。 12

政策　何かが、きっと、ここにある。旅行者に、得も言われぬ「エモい・ふくい」を体感していただきます

福井ならではのローカルスポットツ
アーの実施
福井を体感!ものづくりなど体験ツ
アーの実施

福井の歴史・文化・自然・食などの魅力を案内するツアーを実施し
ます。

13

政策　「福井の自然を大満喫！」アドベンチャーツーリズムを進めます

里・山・川・海！　ふくいのドライ
ブ、サイクリング、ハイキングコース
をＰＲ

四季を感じる樹木を配置した福井市の自然を満喫できる空間を創出
するため、東山健康運動公園と新ごみ処理施設を結ぶ園路を整備し
ます。 14

足羽山全体を子育て世帯の遊び場とするため、足羽山を楽しく回遊
できるような仕掛けづくりに取り組みます。

15

ターゲット層を絞ったモデルコースマップをメインとするパンフ
レットを作成し、ＰＲを行います。 16

「釣りの聖地化」を目指す「フィッシ
ング聖地化プロジェクト」の実施

九頭竜川のサクラマス・アユ、足羽川のアユ等、「釣りの聖地」と
しての本市について、各種メディアにてＰＲを強化します。 17

イベント開催

講演会・企画展開催プレイベント開催

ポータルサイトでの情報発信の充実

エモいふくい！ツアー開催

素材収集
マップ作成、

PR
マップ更新、PR

「釣りの聖地」としての情報発信の充実

測量設計・植栽計画・整備工事

誘導サイン等

の整備
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №

計画
ビジョン項目 取組概要

政策　「インバウンド増加！」戦略的な視点から国際交流を推進します

ホストタウンとして交流を深めてきた
スロベニア共和国クラン市との姉妹都
市提携に向けた協議

スロベニア共和国クラン市との姉妹都市協定締結に向けて協議を進
めると共に、観光、経済、教育、文化、スポーツなど多方面で友好
関係を構築・継続できるよう、市民レベルでの交流を推進します。 18

ターゲットに合わせたインバウンド戦
略の展開

外国人観光客の誘客を推進するため、在日外国人や外国人観光客ら
への周知・広報において効果が見込める機会や、影響力ある情報媒
体・メディア・手法等を活用しながら、福井への誘客プロモーショ
ンを強化します。

19

台湾での「海外販路開拓・インバウンド誘客」を促進するため、市
長のトップセールスに加え、「市食のＰＲ大使」ＥＸＩＬＥ橘ケン
チ氏らとともにプロモーション活動を行い、その後も継続して台湾
からの誘客に取り組みます。

20

政策　「大阪・関西万博２０２５」を活用し、インバウンドを福井に呼び込みます

万博参加国の担当者を招いたファムツ
アーの実施

「大阪・関西万博」を契機に福井を訪れるインバウンド増加を図る
ため、外国人目線で観光素材を選定するほか、ファムツアーによっ
て旅行プランの磨き上げを行い、万博来場者の来福を促します。ま
た、その後も活用を継続し誘客に取り組みます。

21

関西圏商業施設でのアンテナショップ
の開設

本市の特産品等のＰＲ販売やマーケティングを行い、販売促進・販
路拡大につなげるため、首都圏や関西圏の商業施設においてアンテ
ナショップを開設します。

22

政策　見に行く博物館から「つながる」博物館へ 博物館の持つ情報やノウハウを、オンラインを活用してお届けします

リモートによる講座や、展示、研究発
表等の動画配信

博物館の教育普及事業として実施している講座等の内容をもとに解
説動画を制作し配信します。また出前授業や講座をリモート開催で
きる環境を整備し、オンラインでも提供していきます。

23

動画の配信やオンライン講座、学会等へのリモート参加のほか、博
物館資料の提供や市民参加型の調査を、インターネットを活用し実
施します。

24

リモートによる講座や、展示、研究発
表等の動画配信

年4回の企画展の開催に加え、「つながる」美術館として通信環境を
整備し、教育施設等との双方向性による活用と、作品や企画展の内
容等を紹介する動画配信を行います。

25

橘曙覧や福井のお茶文化について、小中学校等のオンライン授業
や、リモートによる講座、研究成果等を紹介する動画配信など、Ｄ
Ｘを活用した情報発信を行います。

26

クラン市との相互訪問

姉妹都市協定締結

市民レベルの交流

福井への誘客プロモーション強化

滞在プラン制

作・情報発信
福井への誘客プロモーション強化

関西圏でのアンテ

ナショップ開設

動画配信・リモート講座等実施
リモート環境の整

備・動画制作実施

動画配信・リモー

ト講座試験的実施

学会リモート参加、オンライン講座、市民参加型調査、動画配信等実施

企画展の開催

通信環境整備 ウェブサイトリニューアル

橘曙覧や福井のお茶文化などのコンテンツ配信

福井への誘客プロモーション強化
台湾での

プロモーション
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №

計画
ビジョン項目 取組概要

政策　市民が優れた文化芸術に触れ、活動に参加できるよう、人材育成や環境整備を進めます

市民・団体等が行う文化芸術活動の支
援

市民に親しまれる美術の祭典として市美展ふくいを開催します。

27

文化芸術団体が行う活動を支援することで、市と各団体が連携して
市民がより身近に良質な文化芸術に触れる機会を創出するととも
に、文化芸術活動の担い手育成に取り組みます。

28

こどもから高齢者まで、誰もが文化芸
術に親しみ、発表できる環境づくり

文化芸術団体が開催する発表会等のイベントを支援します。

29

政策　伝統歴史文化は福井の誇り、市民のかけがえのない財産 未来にわたり保存活動を支援します

後継者育成やＰＲ活動等に関する支援 （公財）歴史のみえるまちづくり協会と協働して、歴史解説ボラン
ティアを育成するとともに、歴史講座等を開催します。 30

住民が地域の歴史や文化を学ぶことにより、地域に誇りと愛着を持
ち、魅力をＰＲできる人材を育成するため、若者も含め幅広い世代
を対象に「福井学」事業の実施を支援します。

31

無形民俗文化財を確実に次世代へとつなげるため、文化財保存団体
が行う後継者育成事業や公開事業等に対して支援します。また、情
報発信の推進を行います。

32

政策　幅広い世代が、楽しく学び、集い、交流できる公民館を目指します

公民館事業として、若者が考える企画
を実現

市民が地域に誇りと愛着を持ち、活気あふれる地域づくりができる
よう、公民館教育事業の開催や地区祭り、各種イベント等の実施を
支援します。

33

公民館活動に若者の参画を促し、若者が楽しめる公民館を目指すた
め、中央公民館で高校生等が企画する「大人になる講座」の実施を
支援します。

34

人生１００年時代、高齢者が生きがい
を感じられる学びの場の提供

高齢者が経験や知識等を活かし、生き生きと活躍できる社会を目指
すため、高齢者を講師として派遣する「高齢者人材活用派遣事業」
を、連携中枢都市圏事業として実施します。

35

市美展ふくい開催

文化芸術団体の活動支援

文化芸術団体の活動支援

歴史解説ボランティアの育成

歴史に関するイベント等の開催

文化財保存団体への支援

高齢者人材活用派遣事業実施

「福井学」事業実施支援

「大人になる講座」の実施支援

公民館実施事業への支援

9



2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №

計画
ビジョン項目 取組概要

政策　本市を拠点に活動するプロスポーツチームを、みんなで愛し、育てます

ＬＯＶＥ・マイチーム・イベントの開
催

地元プロスポーツチーム等と連携したイベントの実施により、チー
ムと地域の一体感を醸成し、スポーツの振興と交流人口の拡大及び
地域の活性化を進めます。

36

政策　ふくい桜マラソンの成功に向け、県、坂井市、関係機関と連携して取り組みます 　

北陸新幹線沿線都市と連携したふくい
桜マラソンのＰＲ

ふくい桜マラソン実行委員会と連携して、首都圏・北陸新幹線沿線
都市でのＰＲ・営業活動の強化などを通じて、大会の認知度を高め
るとともに、大会の魅力を発信します。

37

政策　交流拡大! スポーツイベントの開催、誘致など、スポーツを活かしたまちづくりを進めます

フットボールセンターや多目的アリー
ナ等を活用したスポーツイベントの開
催、誘致

スポーツを活かしたまちづくりを進めるため、民間主体のアリーナ
構想について、県や経済界とともに検討していきます。 38

地元プロスポーツチーム等と連携したイベントの実施により、チー
ムと地域の一体感を醸成し、スポーツの振興と交流人口の拡大及び
地域の活性化を進めます。（再掲）

39

民間主体のアリーナ構想について、県や経済界とともに検討

地元プロスポーツチーム等と連携したイベント開催

地元プロスポーツチーム等と連携したイベント開催

ふくい桜マラソンの情報発信

10



市長ビジョンロードマップ　　　 ふくいは安心!

2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №

政策　「安全で快適！」福井の道路環境をレベルアップします

福井外環状道路、国道８号の抜本的な
渋滞解消の早期実現

産業活動や市民生活を支え、福井都市圏の交通分散による渋滞解消
を図るため、広域幹線道路の整備を促進します。 40

福井南スマートＩＣの早期具体化 本市南部及び西部地域から北陸自動車道へのアクセス時間の短縮、
地域産業の更なる発展、防災・減災効果が期待される福井南スマー
トＩＣ（仮称）の早期整備を促進します。

41

政策　空き家の適正な管理・除却・利活用を一体的に推進します

空き家等利活用検討会議において、新
たな利活用策等を提案

誰もが安心して住み続けられる住みよいまちをつくるため、空き家
等利活用検討会議を開催し、既存事業の改善や新たな事業の提案を
行い、空き家の利活用を推進します。

42

政策　 「生命を守る！」災害に強い強靭なまちづくりを進めます

河川改修等をはじめ浸水・治水対策の
着実な推進

農村部の湛水防止・軽減を図るため、老朽化した排水機場の更新事
業を実施する県営事業に必要な費用の一部を負担します。 43

水害の少ない都市を形成するために、河川の狭さく部や老朽化した
河川構造物の整備を進めます。 44

浸水被害を軽減するために、流域の関係者が協働して進める流域治
水の対策として、流出抑制施設や水路等の整備を進めます。 45

水防対策業務の効率化を図るため、水防管理システムの機能を増強
し、浸水常襲箇所や地下道にウェブカメラや水位計等を増設しま
す。

46

福井市下水道雨水対策実施計画に基づき、浸水被害の軽減を図るた
め、雨水流出抑制施設や雨水増補管の整備を行うとともに、ソフト
対策として、雨水出水想定区域図を作成します。

47

地域の浸水被害を大幅に軽減するため、加茂河原ポンプ場に引き続
き、足羽ポンプ場の更新に取り組み、排水能力を増強します。 48

ビジョン項目 取組概要
計画

国・県への要望活動

調整池及び水路整備

各所ウェブカメラ等設置

国・県への要望活動

空き家等利活用検討会議開催、事業提案、事業実施

排水機場の更新

河川改修、橋梁工事

雨水流出抑制施設等の整備

ポンプ場整備

※

※

※
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

※

国道４１６号バイパス工事の進捗をふ
まえ、津波等の災害発生時の避難施設
となる体育館の整備に着手

国道４１６号バイパス工事の進捗をふまえ、津波等の災害発生時の
避難施設となる体育館の整備を検討します。 49

政策　市全体でこどもの成長を応援し、こどもの未来が輝くまちの実現を目指します

(仮称)こども未来条例の制定 こどもの明るい未来を社会全体で応援する 「こどもまんなか社会」
の実現のため、「(仮称)こども未来条例」を制定します。 50

政策　「社会の宝 こどもを守る！」全てのこども達が安心して生活できる環境を整備します

こどもの見守りや学習支援の場の拡大 貧困の連鎖を防止するため、ひとり親家庭や生活困窮世帯等のこど
もを対象に、学習支援事業を実施します。 51

全てのこどもを対象に、こども食堂や体験型学習の実施による居場
所づくりに取り組む団体を支援します。
また、継続的な支援が必要な児童等に対し、居場所を提供し、見守
りに取り組む団体を支援することで見守り体制を強化します。

52

家庭訪問等によるヤングケアラー対応
の充実

ヤングケアラーを早期に発見し、適切な支援を実施します。

53

政策　「男性の育休取得は当たり前！」の福井にしていきます

育休取得のもたらすメリットを浸透さ
せるなど、職場、男性の意識改革を推
進

男性の家事育児参画を推進するため、既婚男性に男性育休取得のメ
リットや家事育児のコツを伝える講座を開催します。 54

男性が育休を取りやすい環境を整備するため、企業に対し制度やそ
のメリットを周知することで、男性の育休取得を促進します。 55

政策　結婚から妊娠・出産・子育てを通じた切れ目のない包括的な支援で、こどもの健やかな成長をしっかりとサポート 「こどもまんなか社会」を実現します

こども・子育てに関する相談・支援等
を一元的に行う（仮称）「こども・子
育て総合センター」の整備

新たに設置した「こども家庭センター」において、母子保健機能及
び児童福祉機能の一体的な運営を通じて、妊産婦などの健康保持・
増進や福祉的な支援を包括的に切れ目なく提供します。

56

体育館整備に関する基本構想策定に向けた検討

「(仮称)こども

未来条例」制定

ヤングケアラーへの適切な支援

男性の家事育児参画を推進するための講座開催

育休取得促進のためのセミナー開催

妊娠・出産・子育てを通じた切れ目ない支援

学習支援事業の実施

居場所づくりや居場所の提供に取り組む団体を支援
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

※

こどもの遊び場の充実 子育て世帯が増加する九頭竜区域（森田地区、中藤地区、河合地
区）に地域子育て支援センターを新設します。 57

こども達が安全で自由に遊べるよう、公園施設長寿命化計画に基づ
き、遊具等の公園施設を更新します。 58

こども達が雨天時や真夏日にも利用できる屋根付きの遊び場を、中
央公園に整備します。 59

「こども未来部」を設置し、こども関
連の施策を推進

安心してこどもを産み育てられる環境を整備するため、子ども医療
費を無償化し、子育てに係る経済的負担を軽減します。 60

その他の取組（結婚に関すること） 新婚世帯の経済的負担軽減のため、新生活のスタートアップに係る
費用等を補助することで、若者の結婚を後押しするとともに、若い
世代の結婚に対する機運を醸成します。

61

政策　女性を取り巻く課題の解決につなげるため、困難に直面する女性に手厚く対応できる体制を整えます

ＤＶや貧困、養育費の支払い等の課題
に対応、女性をひとりぼっちにしな
い・させない「女性支援室」の設置

困難に直面する女性を支援し、ひとりぼっちにしない・させない社
会を実現するため、女性支援室を設置し、ＤＶや貧困、養育費の支
払い等に関する支援等を実施します。

62

ひとり親家庭やその児童を支援し、ひとりぼっちにしない・させな
い社会を実現するため、ひとり親家庭就業・自立支援センターにお
いて、相談対応や支援等を実施します。

63

政策　「何があっても大丈夫！」複雑多様化する福祉課題に適切に対応できる相談体制を充実します

福祉分野の垣根を越えて対応できる、
新しい形の地域包括支援センターを構
想

現在の１３地域包括支援センターの一部のセンターに、障がい福祉
の相談機能を追加し、複合的な課題を抱える家庭を丸ごと相談支援
できる体制を整えます。

64

福祉総合相談室「よりそい」の拡充 住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせる地域共生社会の実現を図
るため、包括的相談支援、参加支援、地域づくりを一体的に行う重
層的支援体制整備事業の取組を促進します。

65

政策　障がいのある人もない人も、誰もが互いに認め合いながら、共に生きる社会の実現を目指します

障がい者芸術文化祭の開催 障がい者と健常者が一堂に会し、芸術文化を通して交流し、その取
組と成果を発表し合い、障がいの理解促進と共生社会の実現を目的
に、「障がい者芸術文化祭」を開催します。

66

地域子育て

支援センター設置

公園施設整備

子どもの遊び場

整備

結婚生活補助金・結婚支援金交付

子ども医療費の無償化

困難に直面する女性に関する支援や啓発

ひとり親に関する相談対応や支援

重層的支援体制整備事業の実施

定期的な障がい者芸術文化祭開催

１地域包括支援センターでモデル事業実施

障がい者芸術

文化祭開催準備
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

※

政策　「自分らしく、安心な暮らし」をいつまでも。地域共生社会づくりを進めます

郊外における高齢者のお出かけ・お買
い物を支援

買い物や通院といった日常生活に必要な移動手段を確保するため、
地域住民が主体となった輸送活動を支援します。 67

生涯活躍!高齢者の生きがいづくりの
充実

地域の高齢者に通いの場を提供することで、高齢者同士及び地域住
民との交流の輪を広げ、社会的孤立感の解消及び経験と知識を活か
した活動を推進します。

68

高齢者の生きがいづくりを推進する、地域の自主的な活動団体であ
る老人クラブの会員の新規加入者を増やして、クラブ活動を活性化
させます。

69

１３地域包括支援センターの各圏域において、生活支援コーディ
ネーター（地域支え合い推進員）を配置し、関係団体と連携しなが
ら、高齢者の支援ニーズに合わせた生活支援体制を整備します。

70

政策　市民の生命と健康を守るため、公衆衛生と健康づくりの体制強化に取り組みます

保健所と健康管理センター機能の一元
化

公衆衛生と健康づくりの体制を強化するため、保健所と健康管理セ
ンターの機能一元化に係る検討を進めます。 71

政策　「市民を守る！」コロナ禍対応の経験を活かし、将来起こりうるパンデミックにも対応できる体制を構築します

ハイレベルなＢＣＰ(事業継続計画)の
構築

感染症発生時の備えとして、平時のうちから健康危機に備えた人員
体制や業務の優先順位などを定めておき、将来起こりうるパンデ
ミックにも対応できる体制を整えます。なお、令和6年度には国が新
型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、政府行動計画を改定
する予定であり、国・県の動向をふまえ市計画の改定時期も検討し
ていきます。

72

政策　災害時における被災者の健康を守るための専門人材を育成します

ＤＨＥＡＴ(災害時健康危機管理支援
チーム)人材の育成

大規模災害時の被災情報等の収集・分析・企画立案や受援調整な
ど、保健医療福祉調整本部や保健所における指揮調整機能等の支援
の習得を目的とするＤＨＥＡＴ人材研修を受講させ、ＤＨＥＡＴ人
材の育成・資質の保持及び向上を図ります。

73

地域のよろず茶屋の拡大

地域住民が主体となった輸送活動支援

老人クラブ新規会員数の増加

研修会等の開催 活動報告会開催

機能一元化に

係る検討
体制に反映

ＩＨＥＡＴ（※）人材育成
（※）感染症のまん延等の健康危機が発生した場合に地域の保健師等の専門職が保健所等の業務を支援

ＤＨＥＡＴ（※）人材育成
（※）災害時健康危機管理支援チーム
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

※

政策　災害時に要配慮者が適切に避難生活をおくれるよう、関係者や団体等との連携を強化します

災害時における人的支援に関する連携
強化

大規模災害を想定した嶺北圏域内の避難の検討を行い、運営マニュ
アルを作成するほか、市内福祉避難所や嶺北圏域内市町等と連携し
た避難所の開設及び運営訓練の実施により、福祉避難所の充実・強
化を図ります。

74

避難行動要支援者に対する個別避難計画作成の促進を図るため、推
進地区を設定し、地区ごとに実施体制を整えていきます。 75

政策　教育施設であり、災害時には避難所となる学校や公民館について、計画的に整備を進めます

学校、公民館施設の整備促進 災害の種別や規模、それぞれの地域の特性も勘案する中で、避難所
のあり方を検討し見直しを行います。 76

地震や津波などの突発的な災害に備え、避難所の開錠や運営を地域
住民が迅速に行えるよう、施設管理者等と協議します。 77

避難生活の長期化に備え、避難者で構成される避難所運営組織によ
る自主的な運営体制が図れるよう、自主防災組織のリーダーを育成
する研修を実施します。

78

学校施設の予防保全（建物の経年劣化等による外壁落下防止対策、
防水対策）を行うことにより、児童・生徒の安全で快適な学習環境
を整備するため、施設の延命化を実施します。

79

学校施設の計画的な改修により、児童・生徒の安全で快適な学習環
境を整備するため、学校校舎等の改修を実施します。併せて、災害
時に避難所となる小学校体育館への空調設備整備について検討しま
す。

80

学校規模適正化により、森田地区、河合地区を校区とする九頭竜中
学校の整備、森田中学校の小学校転用改修を実施します。 81

公民館は、災害時には避難所や地区の活動拠点となる重要な施設で
あるため、老朽化やバリアフリー化に対する整備を計画的に実施し
ます。

82

福祉避難所開設及び運営訓練

個別避難計画作成支援

避難所のあり方に係る検討・見直し

避難所開錠、運営に係る対応協議

自主防災組織リーダー育成研修会の開催

学校施設の予防保全

学校校舎等改修

九頭竜中学校整備

公民館改修

森田中学校の

小学校転用改修
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

※

政策　「生命を守る！」災害に強い強靭なまちづくりを進めます

その他の取組（救命に関すること） ライブ映像による緊急通報支援システムを整備することで、スマー
トフォンから１１９番通報する際の音声や映像情報を、通報現場と
消防管制センターとの間で迅速かつスムーズに共有することが可能
となります。
特に、心肺蘇生処置時や出血に伴う応急処置等が必要な場合、ライ
ブ映像を送受信し、指令員が相手の状態や状況を確認しながら、心
肺蘇生や応急処置を指導することができ、的確な救命処置につなが
ります。

83

緊急通報支援

システム整備 説明会等の開催

16



市長ビジョンロードマップ　　　 ふくいは元気！

2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №

政策　「北陸新幹線早期全線開業へ！」国に強力に要請します

関係自治体との連携を強化した要請
活動

北陸新幹線早期全線開通に向け、県や沿線自治体、関係団体と連携
を強化し、国や政府与党に対し強力に要請します。 84

政策　「行きたいところへスムーズに！」公共交通の利便性を高めます

便利な「ふくいＭａａＳ」の導入 ふくいＭａａＳアプリに電子企画切符や経路検索等の機能に加え
て、市民の日常生活が便利になる機能を充実させることで、公共交
通全体の利便性を高めます。

85

政策　「まちを楽しむ！」居心地よく活気あふれる地域づくりを支援します

地域の夢を実現する取組を支援 住民主体のまちづくりを支援するため、地区のまちづくり組織や２
地区以上で構成される連携組織、若手まちづくり活動グループに対
して活動補助金を交付します。

86

ふるさと納税を活用したクラウドファンディング（ＧＣＦ）を、地
区のまちづくり組織等が行う課題解決の取組のための資金調達に活
用することにより、地区ビジョンに掲げた“地域の夢”の実現を支
援し、住民主体の地域づくり活動を促進します。

87

政策　市内どこでも快適な暮らしが営めるよう、地域拠点における生活関連機能の充実に取り組みます

日用品・食料品が購入できる買物巡
回バス等への支援

地域拠点のあり方について、本市都市計画マスタープランの改定に
合わせて整理し、地域の特性に応じた生活関連機能の維持・充実を
進めます。

88

ビジョン項目 取組概要
計画

地区活動の支援

クラウドファンディングを活用した地区の取組を支援

民間事業者による運営を支援

北陸新幹線の早期全線開通に関する要望活動

ふくいＭａａＳアプリに

新機能の追加

福井市都市計画マスタープラン

の改定
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

政策　都市人材の移住を進め、地域とともに「シンフクイ」を創造します

週末移住「試すなら福井市」の実施 福井に訪れる交流人口を、継続的に本市と関わり続ける関係人口、
将来的な移住へと繋げていくプロジェクトを実施します。 89

本市の住みよさや充実した子育て環境等の情報発信等を強化するこ
とで、本市への関心を高め、移住定住を促進します。 90

地方移住への関心が高いなか、都市圏で働く人の移住定住を促進す
るため、移住の後押しとなる支援金を支給します。 91

地域の体験メニューや地域住民との交流、テレワークを組み合わせ
たワーケーションによる福井での居住体験を通して、新たな関係人
口の創出や、潜在的な移住者層を引き込みます。

92

地域コミュニティの維持・活性化を図るため、都市部の人材を地域
おこし協力隊として誘致し、定住・定着につなげます。 93

政策　「女性が主役！」女性リーダーの創出を進めます

女性が輝くための職場環境構築を
バックアップ

女性の意識改革のために交流会を開催するとともに、ロールモデル
となる取組事例をSNS等で発信します。また、企業訪問等を通じ誰も
が働きやすい職場環境整備を進め、女性が活躍できる社会の実現を
目指します。

94

政策　「ゼロカーボンシティ実現！」再生可能エネルギーの利用を促進します

「脱炭素ビジョン」の策定 ２０５０年の「ゼロカーボンシティ」の実現を目指すため、中長期
的な計画である「脱炭素ビジョン」を策定し、脱炭素に向けた様々
な取組を進めていきます。

95

２０５０年の「ゼロカーボンシティ」の実現に向け、再生可能エネ
ルギーの導入拡大を図るため、市内の個人住宅に対し、太陽光発電
設備及び蓄電池の導入補助事業を実施します。

96

政策　「規制よりもイノベーション」ゼロカーボンに繋がる事業者の取組を支援します

研究開発支援
環境ビジネス創出支援

市内事業者の脱炭素化に向けた取組を後押しするため、省エネ診断
の費用支援や省エネ機器入替にかかる補助金活用に向けた相談支援
を実施します。

97

関係人口創出・拡大プロジェクトの実施

移住に繋がる情報発信等の実施

福井への移住支援

ワーケーションの実施

各地区への協力隊配置・サポート

交流会開催・企業訪問・SNS等で取組事例発信

脱炭素ビジョ

ン策定

太陽光発電設備及び蓄電池の導入に係る補助事業実施

省エネ診断に係る支援

省エネ機器入替に係る相談支援
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

政策　企業の稼ぐ力、社員の賃上げにつながる事業活動を後押しします

ＤＸで生産性、企業価値向上を支援 中小企業者の経営課題の解決や生産性の向上を促し、企業価値向上
を図るため、中核を担う人材の育成やＤＸ等の取組を支援します。

98

業務に必要な新たな知識を学ぶリス
キリング支援

中小企業者の経営課題の解決や生産性の向上を促し、企業価値向上
を図るため、中核を担う人材の育成やＤＸ等の取組を支援します。
(再掲)

99

政策　既存産業×新技術で、新たな「ふくいの強み」を創出します

デジタル人材支援 中小企業者の経営課題の解決や生産性の向上を促し、企業価値向上
を図るため、中核を担う人材の育成やＤＸ等の取組を支援します。
（再掲）

100

新技術開発支援 先端的な研究・開発を後押しし、ものづくりをベースとした企業の
イノベーションを促進するため、福井のものづくり企業と研究機関
による産学連携の共同研究を支援します。

101

政策　新幹線が創る新たなチャンネル、マーケットを最大限活用します

首都圏での期間限定「どこでもアン
テナショップ」を多数展開

本市の特産品等のＰＲ販売やマーケティングを行い、販売促進・販
路拡大につなげるため、首都圏や関西圏の商業施設においてアンテ
ナショップを開設します。（再掲）

102

政策　「強力なトップセールス」で、成長産業の誘致や雇用の場を創出します

新たな産業団地の造成(県と連携) 北陸新幹線福井開業や中部縦貫自動車道県内全線開通の機会を最大
限活かして企業誘致を推進するため、県と協働し新たな産業団地を
整備します。

103

若者にとって魅力ある、働きがいの
ある企業の誘致

本市の産業活性化や雇用の場の創出を図るため、企業の設備投資等
に対して支援します。 104

大規模木材加工場の誘致(県と連携) 地域の森林資源の持続可能な活用を促進し、生産者へ利益を還元す
る「循環の輪」を確立します。 105

企業のDXの取組を伴走支援
企業の課題解決

を伴走支援

課題解決人材育成研修会の開催

デジタル人材育成研修会の開催

共同研究の

支援

首都圏でのアンテナショップ開設

産業団地整備

企業立地支援

木材加工場整備事前調査
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

政策　若者のＵIターン就職等への支援など、地域に必要とされる人材の確保を進めます

「未来を拓く奨学金返還支援制度」
の導入

市内中小企業の人材確保を図るため、貸与型奨学金を受給し、市内
中小企業に就職した若者に対し、奨学金の返還を支援します。 106

政策　ふくいの企業ノウハウを次世代に引き継ぎ、若者の夢を実現します

県、商工会議所、他自治体と連携し
た事業承継促進

中小企業が持つ貴重な経営資源が有効に引き継がれ、地域経済にお
ける必要な新陳代謝が促進されるよう、円滑な事業承継を支援しま
す。

107

スタートアップ(起業)支援 将来につながる元気な地域産業をつくるため、新たなビジネスプラ
ンの発掘や、若者を中心とした創業、スタートアップを支援しま
す。

108

政策　「現代の名工」の技術を次代に！職人の技術を広く市民の方々に知っていただき、次代の産業発展につなげます

匠の技を披露していただくものづく
りイベントの開催

福井市の優れた技能を次世代に継承し産業発展につなげるため、そ
の技能を間近で見て体験できるものづくりイベントを開催します。 109

政策　大切なのは「農」、といえる日本！福井から実行します

食料×農業×環境の啓発、地産地消
の推進

農林水産業の生産振興や理解醸成、地産地消の促進を図るため、マ
ルシェを開催し、生産者と消費者の交流機会の提供などを実施しま
す。

110

市民が主体的に食育活動を実践する社会とするため、食育・地産地
消への理解醸成、生産者と消費者の交流機会の提供などを実施しま
す。

111

農地・農業施設の保全活動が地元住民によって継続されるよう、地
元住民との話し合いや懇談の席に参加し、多面的機能支払活動組織
の広域化や土地改良区との連携などの組織体制強化を促進します。

112

市内の小学生を対象に農業体験を実施することで、農業への理解を
深め、農作物の収穫過程を知り、食に対する関心や感謝の心を育
み、食育を推進します。

113

栄養教諭・学校栄養職員との連携を図り、地場産食材を使用した
「ふくい」の食を取り入れることで、こども達が「ふくい」の食へ
の愛情を深めるとともに、食育を推進するため、安全、安心でおい
しい給食を提供します。

114

事業承継円滑化の支援

スタートアップ支援

ものづくりイベント開催

学校等での食育・地産地消に関する講座の開催

農地・農業施設の保全活動に係る組織体制強化促進

各種農業体験の実施

福いいネ！ランチ・ふるさと給食の実施

栄養教諭による食育指導の実施

生産者と消費者の交流機会を提供するマルシェの開催

制度の

周知
奨学金返還支援
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

政策　園芸産地の再生に向けた取組を強化します

農業用機械やハウス整備スマート化
への支援

園芸の規模拡大や園芸産地の再生、スマート農業を推進するため、
担い手農家等の取組に対して、必要な施設や農業機械等の整備を支
援します。

115

主食用米から麦・大豆の生産への転換と収量・品質の高位安定化を
進めるため、営農技術や機械等の導入を支援します。 116

政策　農林水産業、観光など産業分野の担い手を確保します

産業強化のため地域おこし協力隊を
募集、配置

都市人材の柔軟な発想や行動力により、林業分野に活力を与え、林
業の成長産業化を目指します。 117

師匠に入門！「ちびっと就農・林・
水」制度の実施

新規就農者を確保し、担い手の裾野を拡大するため、農業に興味が
ある人等を対象に、認定農業者等を師匠とした野菜収穫等の体験を
行う「ちびっと就農」を実施します。

118

林業に興味がある人に林業を体験してもらい、林業の楽しさ、奥深
さを知ってもらうことで、継続的に林業の担い手を確保するととも
に、担い手の裾野を拡大します。 119

漁業に関心がある人に実際の漁業を体験してもらい、漁業の魅力を
知ってもらうことで、継続的に漁業の担い手を確保するとともに、
担い手の裾野を拡大します。

120

政策　アグリビジネスの実現に向けた地域等の取組を支援します

新クリーンセンターの余熱利用な
ど、市東部のアグリパーク実現を支
援し観光型農業を振興

市東部地区によるアグリパーク事業の実現に向けて、余熱利用設備
に関する支援を行います。

121

市東部地区によるアグリパーク事業の実現に向けて、観光農園の開
設に関する支援を行います。 122

担い手農家等の取組に対する支援

営農技術や機械等の導入を支援

地域おこし協力隊受入

ちびっと就農体験の実施

ちびっと就林体験の実施

ちびっと就漁体験の実施

アグリパーク事業計画に関する協議

アグリパーク事業計画に関する協議 事業支援
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2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) №
ビジョン項目 取組概要

計画

政策　「世界市場へ」市農産品の国内・海外展開を支援します

地域商社「ふくいヒトモノデザイン
株式会社」等と連携した販路拡大

市特産品の知名度とブランド力を高めるため、LDH JAPANや地域商社
「ふくいヒトモノデザイン株式会社」内の福井市特産品販売部門と
連携して、国内外の販路開拓に取り組みます。

123

政策　市民、観光客等に「福井物」(福井の農林水産物等)を強力にPRします

ふくい鮮いちば等へのシャトルバス
の運行

新幹線福井開業にあわせ、観光客等に農の魅力を知ってもらうた
め、福井駅とふくい鮮いちば等を周遊するバスを運行します。 124

政策　活力ある水産業、稼げる産業へ！ 「つくり育てる漁業」を推進します

市場で生まれ、市場に帰る! 「ふく
いサーモン」の生まれる市場づくり

「ふくいサーモン」の孵化・親魚育成施設および見学施設の建設を
支援し、地産地消や食育の推進、市場の活性化や取扱量の増加につ
なげ、「ふくいサーモン」のブランド力を高め販売力を強化するこ
とにより、「つくり育てる漁業」を推進します。

125

政策　真のグローバル人材を育成するため、国際理解を深める教育を推進します

オンラインを活用した海外学校との
交流

スロベニア共和国の各都市の学校との間で、こどもたちの教育交流
を推進します。 126

政策　こどもたちが未来に「生きる力」を育むため、環境教育、プログラミング教育、キャリア教育などを進めます

学校や地域の特色を踏まえたキャリ
ア教育等の実施

学校、家庭、地域が一体となって特色ある教育活動を展開するた
め、各学校が実態に応じて具体的な取組を立案し、体験活動の充実
や地域の人材活用を推進します。

127

地域との密接なつながりを重視したキャリア教育を充実させるた
め、キャリア教育コーディネーターを導入して、キャリア教育プロ
グラムの作成と運用を推進します。

128

養殖事業への支援

「ふくいヒトモノデザイン株式会社」等と連携した販路開拓

シャトルバス本格運行

教育(オンライン)交流の実施

地域と連携した特色ある教育活動実施

福井市キャリア教育プログラムの活用

シャトルバス

試験運行
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計画

政策　学校規模の適正化については、こどもたちの学びを最優先に、保護者や地域と協議を行っていきます

学校規模適正化に向けた協議 こどもたちが過不足ない規模の学校で学べるよう、適正化に向けた
協議を進めます。地域、保護者、学校と協働し、注意深く丹念に対
話を重ねながら具体案の実現を目指します。

129

政策　元気なこどもたちは、元気な教員の存在があればこそ　教員の働き方改革の推進など、学校教育環境のさらなる充実を進めます

教員の多忙化解消のための環境整備 教員が一層児童生徒への指導や教材研究に注力できる体制を整備す
るため、資料の準備や採点等を補助する学校運営支援員を配置しま
す。

130

国による令和７年度末で休日部活動の廃止を受け、生徒が地域で生
涯にわたり文化芸術活動に親しむ環境を整備します。 131

生徒が地域で生涯にわたりスポーツ活動に親しむことができる機会
を確保し、活動選択の幅を広げ、主体的な地域クラブ活動への参加
に向けて、家庭、学校、地域との連携を図り取組を進めます。 132

学校運営支援員配置

モデル事業の実施

地域クラブ活動参加に向けた

環境整備

学校規模適正化に向けた協議
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